
スタッサ,んツゆ

―` =,つ _

瀬戸内のイカナゴ漁

神戸 垂水漁港の岸盟に立ち 右

類に雪風を受けて 前方に広がる瀬

戸内に浮かぷイカナゴ漁船の船団

旗を鸞じめている 隔光を浴びて鋼を

号く漁船たちは一足先に春のもみ

をうけていた 問もなくイカナゴを

積んだ通搬船がカモメを連れて入

藩 トロ箱サイスの籠にllめられた

イカナゴは コンベアで陸嬌げされ

て作業員の手に 空になつた通搬船

じいで待つ綱船べ急ぐ この漁の船

回は運線脳 象と網船2■から成る

という 海神社をくぐつて 駅近くの

市場で買つたイカナゴはくぎ素にふ

さわしい大きさに青っており 帰路

を急ぐことにした 昔 塩屋界限に

住んでいた崚 どこの家からともな

くイカナ」を炊くにおいがしてきた

ことが籟かしく思い出された
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神戸市工水区平磯3丁目
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